
第３回
地域共生社会シンポジウム

　私らしい 「好き」 や 「得意」を活
い
かして何か始めて

みたい。 そんな小さな一歩が、 どうやって街を豊か
にし、笑顔がめぐる循環をつくるのでしょうか。
　先輩たちのリアルな事例を聞きながら、これから
の暮らしをみんなで楽しく語り合いませんか。
時�12月6日（日）午後1時～5時（開場：午後0時30分）
所�市役所 多目的ホール
申�11月27日（金）までに右記申込フォ�
ームへ。手話通訳が必要な場合は、申
込時に伝えてください。
第1部　時�午後1時～3時
・基調講演　講�河

かわ

嶋
しま

 慶
けい

子
こ

さん（GOEN 代表）
・パネルトーク
　講�杉

すぎ

之
の

原
はら

 千
ち

里
さと

さん
　　（みいちゃんのお菓子工房 オーナー）、
　　村

むら

山
やま

 朋
とも

子
こ

さん（アトリエ ナナホシ）、
　　小

こ

森
もり

 友
ゆ

里
り

さん（ハピリズム）
・のうちえん※の子どもたちによる成果発表
　※農業を通じて、子どもも大人も考える力を育む取り組み
第2部　時�午後3時～4時30分
・基調講演　講�中

なか

尾
お

 卓
たか

嗣
つぐ

さん（運
うん

呼
こ

博士）
他�詳しくは、市HPをご覧ください。
問健康福祉政策課
　 ・有（582）1123　 （582）1138 ホームページ

　発達障害を知って、理解を深めていただくために開催します。
　第１部では、一般的な思春期や青年期における子どもの精神不調のサインと、家族や教職員、
支援者ができる対応方法を、第２部では、発達特性のある子どもたちの生きづらさから生じる困難
と、支援の工夫による二次障害の予防について話します。

時�12月５日(土)午後2時～4時20分(開場：午後1時30分)
所�市民ホール 小ホール
・演題①
　支援者が知っておきたい思春期・青年期のメンタルヘルス
　講�増

ます
田
だ
 史
ふみ
さん（滋賀医科大学 精神医学講座 講師）

・演題②
　発達障害の子どもの生きづらさと支援者にできること
　講�阪

さか
上
うえ
 由
ゆう
子
こ
さん（滋賀医科大学 小児科学講座 特任准教授）

定�300人
申�11月27日（金）までに右記申込フォーム、メール、ファクスまたは直接、上記へ。
　メール・ファクスの場合は、代表者の氏名、電話番号、メールアドレス、参加人数を記入。
他�手話通訳が必要な人や、小学生以下の子どもと別室での傍聴を希望する人は、申込時に伝えてく
ださい。

「発達障害を知ろう」講演会
問発達支援課　 ・有（582）1158　 （581）1628　 hattatsu@city.moriyama.lg.jp

申込フォーム

ホームページ

申込フォーム

増田 史さん阪上 由子さん

　フードドライブとは、家庭
で余っている食品を持ち寄り、
フードバンクを通じて地域の
福祉団体や施設、食糧支援を
必要としている世帯などに無
償で提供する活動です。
　家庭や職場で眠っている食品を、ぜひ寄付してく
ださい。
時�12月2日（水）午前10時～午後3時
所市役所 多目的ホール
提供いただきたい食品　
　お米、乾麺、缶詰、調味料、レトルト食品、
　インスタント食品、飲料、お菓子、ベビーフード　など
　※�未開封、常温保存可能、賞味・消費期限が1ヵ
月以上あるもの

他�12月中旬～令和9年3月に、各会館でも実施。　
詳しくは、12月1日号の広報でお知らせします。

問一般社団法人 フードバンクびわ湖 守山支部
　 090（1445）7891（小西）

生活支援相談課からお知らせ
もったいないを笑顔と絆に

フードドライブにご協力ください
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時日時　所場所　内内容　講講師　出出演　対対象　定定員（特記のないものは先着順）　￥費用（記載のないものは無料）
連連続で参加が必要　持持ち物　申申込方法　他その他　問問い合わせ　有有線電話　 HPホームページ　 DLダウンロード可

https://www.city.moriyama.lg.jp/kenkoufukushi/fukushiseisaku/1002563/1015838.html
https://logoform.jp/f/NikKU
https://www.city.moriyama.lg.jp/kosodatekyouiku/kodsodate/1002256/1015777.html
https://logoform.jp/f/uE7L1



